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まとめ

①時期ごとの子供たちの姿を捉えた写真を持ち寄る。
②写真から読み取れる子供たちの育ち、教師が行なっ
た援助や工夫、援助に込められた願いについて、教師
一人一人から説明する。

③各学年ごとに考察し、同時期においての育ちや援助
の違いについて話し合う。

・時期ごとの子供たちの姿と、教師の願いや
援助、工夫について振り返ることで、学年
による子供の姿や援助の方法の違いを共有
する。

・年少では初めて保護者と離れ、集団生活を送る。安心できる場を作りながら、教師や友達を意識でき
るよう、一緒に活動する時間を積んでいく。少しずつ“人”への興味関心がうまれていき、年中にむ
けて“人”と一緒にいることの心地よさや楽しさを感じられる姿がみられるようになる。
・年中では自分の気持ちを伸び伸びと発揮しながら、教師が間に入り友達同士をつなげていく。そうす
ることでクラスへの意識が徐々に芽生えてくる。子供の姿に合わせてクラスでの活動を重ねていく
ことで、年長の４月では落ち着いて友達の中で過ごしたりクラスでの活動に参加できたりするように
繋げている。
・年長では運動会やお泊り保育などの行事を通じ、友達を意識しようとする経験を積むことによって、
教師の援助が少なくても互いを気に掛けたり、クラスを意識したりする姿がみられるようになる。

◎各学年ごとにその時期の子供の姿に加え、教師の援助に込められた願いについて出し合い、学年をこえ
て話し合いをしたことで、今の子供たちの育ちが次の学年やその先に繋がっていることが分かった。


